








































































































葦登 果 σ) 要
 b日
 腎尿管機能と神経支配の関係咋競りては古ぐから尿分泌,尿成分の変化,腎血管運動作用一
 組織学醐索等を示漂とレて多くの研究が行われ七来たが,筋電図を用いた報告嫉見当ら安い。
 よって著者は新しい観察方法である尿貸筋電図を用吟て各種腎尿管支配神経を系統的に切断し
 た場合の尿管機能を究明すると共に利尿状態をもあわせ観察し次の様攻成績を得た。
 尿管放電数は脊髄横切により僅かに減少する傾向を示したが胃神経、内臓神経,迷走神経、
 .前後根1前根1後根などを均断しても明らか.た増減を見たか』つた。
 尿滴は内臓神経を切断せる場合に最も増加し,前根切断,前後根切断,脊髄半横切の場合に.
 む増加の傾向を示した。しかし腎神経,迷走神経,後根などを切断した場合には尿滴の増減を
 見なかった。また腎動豚を結紮して尿流を消失せしめても尚尿管蠕動放電は持続して出現し,か
 っ各種腎凝よび尿管支配神経を切断しても尿膏蠕動放電の出現に及1健児なかった。
 とれらのことから著者は結論的に交感神経の切断は尿蚤の増加を来し、副交感神凝系の切断
 は尿量に明らかな変化を来さないこと,また賢主・よび根管支湿神経の切断は尿管∫密動運動に明
 らかだ影響を及ぼさず1尿管蠕動運動の自動性が極めて強いことを知ったと述べていろ。
 以上の著者の研究は尿管機能の解明に貢献する所大姦り之認めた。
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